
名 刺

平素より、（一社）日本自動認識システム協会の事業活動
に多大なご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
今回で25回を迎える「自動認識総合展」は、国内唯一の
自動認識技術・ソリューションの専門展として国内外から認
知され、多くの皆様から期待される展示会となりました。
本展示会は＜未来をつなぐAUTO-ID＞をスローガンとし
て、自動認識の先進技術を披露するほか、「モバイル＆ウェ
アラブル」「画像認識」など専門分野を集中的にご覧いただ
けるゾーンを設けます。また、事例でわかる自動認識（出展
企業事例パネル展示＝DXを推進する業種別自動認識シス

ごあいさつ

主催：一般社団法人日本自動認識システム協会　
〒101-0032　東京都千代田区岩本町1-9-5 FKビル7F　
https://www.jaisa.or.jp

展示会事務局：株式会社シー・エヌ・ティ
〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-24-3-4F
TEL. 03-5297-8855　FAX. 03-5294-0909　http://www.cnt-inc.co.jp

テムの事例）や自動認識システム大賞受賞作品の発表など、
多彩な展示企画をご用意しております。さらに、セミナーは
今回からより多くの来場者が聴講できるよう全講演を無料
とし、皆様の関心が高い分野で12セッション22講座をご用
意しております。是非ご聴講ください。
本展示会は、自動認識システムを活用されているユーザー
はじめ、今後導入を検討される皆様のお役に立つものと確
信しております。　「第25回自動認識総合展」へのご来場を
心よりお待ち申し上げます。

一般社団法人
日本自動認識システム協会　
代表理事会長　相良 隆義

一般社団法人日本自動認識システム協会
 総務省、外務省、経済産業省（一部申請中）
 産経新聞社

 1,000円［事前登録者・招待券持参者は無料］

GS1 Japan(（一財）流通システム開発センター)、（一財）製造科学技術センター、（一財） 日本規格協会、（一財）日本情報経済社会推進協会、（一財）ニューメディア開発協会、（公社）日本防犯設備協会、（公社）日本包装技術協会、（公社）日本マーケティング協会、
（公社）日本ロジスティクスシステム協会、（一社）組込みシステム技術協会、（一社）全国スーパーマーケット協会、（一社）電子情報技術産業協会、（一社）ID認証技術推進協会、（一社）日本アパレル・ファッション産業協会、（一社）日本アミューズメント産業協会、
（一社）日本医療機器産業連合会、（一社）日本オプトメカトロニクス協会、（一社）日本産業車両協会、（一社）日本自動車部品工業会、（一社）日本出版インフラセンター、（一社）日本専門店協会、（一社）日本鉄鋼連盟、（一社）日本能率協会、（一社）日本物流
システム機器協会、（一社）日本縫製機械工業会、（一社）日本包装機械工業会、（一社）ビジネス機械・情報システム産業協会、日本電子決済推進機構、工業会　日本万引防止システム協会、日本チェーンストア協会、（一社）日本百貨店協会、（一社）日本チェーンド
ラッグストア協会 

協　　賛：

www.autoid-expo.com
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公式サイトは
こちらから

同時開催展

●国際物流総合展2023
　第3回INNOVATION EXPO

同時期開催展
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10:00-17:00 東京ビッグサイト 東5ホール

モバイル＆ウェアラブルゾーン

画像認識ゾーン

ゾーン
展 示

主　　催

後　　援

特別協力

入  場  料

併催事業

ー SDGsとDXに貢献 ー

来場のご案内

●測定計測展
●センサエキスポジャパン
●TEST 総合試験機器展
●特許・情報フェア&コンファレンス

9月15日（金）

S4 自動認識システム大賞の各賞受賞作品の
活用状況と進化1

会場内　セミナー会場E

10:30─11:20

QRコードを活用したホームドア用車両扉状態検出システム
（株）デンソーウェーブ　エッジプロダクト事業部　技術2部技術2室 担当課長　太田 裕 氏

鉄道業界において、ホームドア設置が急務となっている中、ホームドアと車両扉の開閉連動に必要な高額な車両改修費が
ホームドア普及の妨げとなっている。この課題に対しQRコードを車両の扉に貼るだけで解決する「鉄道用車両扉状態検
出システム」について紹介します。
 

第22回大賞受賞

11:30─12:20

工場DXの推進に欠かせない、 
信号灯を活用した「見える化」IoTシステム
（株）パトライト　グローバルマーケティング本部　DX戦略推進部　ウェビナー推進課　牧野 勲 氏

「工場DXが進まない」そんな現場の声を聴きます。　
2019年度に自動認識システム大賞を受賞した生産現場のデータ収集システムの活用で現場ロスを「見える化」する事で、
DX推進の課題解決に。
信号灯を使った簡単 IoTで進めた現場カイゼン事例を、ご紹介いたします。

S5 自動認識システム大賞の各賞受賞作品の
活用状況と進化2

会場内　セミナー会場E

13:30─14:20

セキュリティ機能搭載NFCタグによる 
モノの IDマネジメント活用事例
凸版印刷（株）　DXデザイン事業部　事業推進センター　カード·IoT本部　秋葉 直樹 氏

NFCタグを商品に付与することで、真贋判定や不正流通の監視など、サプライチェーンの管理を可能とする「クラウド型
ID認証プラットフォーム」を2021年より提供開始しています。本講演では、提供するNFCタグラインアップや国内外での
活用事例についてご紹介いたします。 

第17回大賞受賞

14:30─15:20

自動認識システム大賞受賞作品の現在の活用状況のご紹介
（株）サトー　営業本部　フード市場戦略部　部長　岡 友哉 氏

2021年大賞：温度ロガー昨日付きデュアルRFIDラベルによる農産物の常温物流管理
2021年優秀賞：日本酒の正規流通経路管理のための、二次元コードとRFIDハイブリッド活用の現在の活用状況を含め、
フード市場における自動認識技術の活用をご紹介致します。

 第23回大賞受賞
第23回優秀賞受賞

第21回大賞受賞

9月14日（木）

T1 特別講演 会場内　セミナー会場E

10:30─11:20

サプライチェーンのスマート化に向けた経済産業省の取組
経済産業省　商務・サービスグループ　消費・流通政策課　課長補佐　金 正和 氏

令和4年度に経済産業省委託事業として実施した、サプライチェーン効率化に向けた実証実験や、自動認識技術を活用し
た食品ロス削減実証実験の事例をご説明いたします。

11:30─12:20

EPCタグ・データ標準2.0のご紹介
GS1 Japan　ソリューション第2部 RFID・デジタル化推進グループ 研究員　佐藤 友紀 氏

GS1では、電子タグにGS1標準のデータを書き込むための方式をEPCタグ・データ標準として定めています。この内容
を大幅に改訂する最新のバージョン2.0が昨年8月に公開されました。本講演では、EPCタグ・データ標準2.0の新機能を
電子タグの利用者目線で紹介します。

S3 RFID採用経験からの学び、
配慮すべき点の共有 会場内　セミナー会場E

13:30─14:20

RFID導入を成功に導くキーポイントとは
米国医療機器・IVD工業界（AMDD）　戦略マネージメント室、整形材料委員会 委員長、 
流通・IT委員会 副委員長　河合 誠雄 氏

RFIDをはじめとする自動認識技術は業務の質と効率を上げるだけでなく、イノベーションの創出（新たなビジネス構築）
にもつながります。しかし、RFIDは万能ではなく、導入には抑えるべきポイントがあります。当セッションでは、メーカー
としてRFIDを導入した経緯から運用が軌道に乗るまでの軌跡や、ベンダーとしてRFIDソリューション導入における苦労
した点についてお話します。

14:30─15:20

RFIDで業界を変革する為に必要なこと  
～SIP スマート物流サービス の取組を通じて～
帝人フロンティア（株）　第2ソリューションチーム　リーダー　阿磨 由美子 氏

企業レベルではRFIDを活用する事例が出てきていますが、業界全体での導入はこれからです。本セッションでは、医療
業界においてRFIDを中心とした自動認識技術を活用したエコシステムの構築について、SIPにおける官民等での取り組
みを通じた学びを共有し、参加者と共に実現に向けた考え方を深めます。

9月13日（水）

K 合同　基調講演 会議棟6階　607・608

10:30─11:30

製造業を巡る現状と課題
我が国の製造業について、日系製造業の稼ぐ力の現状や直面する課題を整理するとともに、今後の政策の方向
性としてのDX,GX,安全保障に関する政策動向についてご紹介します。

経済産業省　製造産業局　産業機械課　課長補佐　大森 洋平 氏

平成16年経済産業省入省。主に、エネルギー政策（石油、石炭、天然ガス）、情報産業政策、自動車産業政策に関する部署
を歴任し、令和5年5月現職（経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長補佐（精密機械担当））に着任。

S1 画像認識技術の実用事例と可能性
（踏切事故防止、セルフレジ） 会場内　セミナー会場E

10:30─11:20

踏切異常検知システムの実用化
西武鉄道（株）　鉄道本部電気部　信号通信課長　犬塚 隆晴 氏

西武鉄道では、「踏切滞留AI検知システム」と「3D画像解析踏切監視システム」の2種類の踏切異常検知システムを開発、
実用化しました。安定輸送を損なうことなく、安全確保を両立する取り組みを紹介します。

11:30─12:20

セルフレジの処理ミス＆不正防止策の決め手！個人情報保護対応も
工業会 日本万引防止システム協会　会長 ·個人情報管理室長　稲本 義範 氏

導入が加速しているセルフレジ。その利便性の影でセルフレジならではの処理ミスや万引が増加しており、地域課題とな
りつつあります。本セミナーではセルフレジにおける万引犯罪への対策方法に加え、配慮しなければいけない個人情報
情報保護についても言及します。

S2 金属を克服した最新RFIDの
導入事例及び国内外の最新動向について 会場内　セミナー会場E

13:30─14:20

RFIDの可能性を拡げる金属対応タグ ～その開発秘話と導入例～
（株）フェニックスソリューション　取締役副社長　技術要素開発　杉村 詩朗 氏 
 取締役　営業部長　山本 佑樹 氏

従来より、「RFIDの弱点は金属」と言われておりますが、弊社の金属対応タグ「PMTシリーズ」は、これを払拭する画期的
ソリューションです。金属の裏面・積層状態でも高い読取能力を誇る、その独自構造の開発経緯や、最新の導入事例等に
ついて、ご紹介いたします。

14:30─15:20

最近の電子タグ（EPC/RFID）の活用動向　 
～海外事例、新たな活用シーンとGS1標準～
GS1 Japan　ソリューション第2部　部長　浅野 耕児 氏

最近注目されるUHF帯RFIDの活用シーンについてご紹介します。
棚卸し等で活用されるRFIDの一括読取りだけでなく、製品のライフサイクル管理や日付等の属性情報の活用等、海外状
況含め新たな活用シーンを概観します。

申込締切日  2023年 9月8日（金）
締切り以前でも定員に達した場合は締め切らせていただきます。

問い合わせ先 展示会事務局　（株）シー・エヌ・ティ
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-24-3 FORECAST神田須田町4F
Tel. 03-5297-8855　Fax. 03-5294-0909　seminar@autoid-expo.com

お申し込みは、自動認識総合展公式サイトより承っております。

www.autoid-expo.com/seminar/
セミナーのお申し込みには来場事前登録が必要です。

来　　場　　者　　登　　録　　欄
事前に下記全ての項目にご記入の上、名刺2枚（来場者証用1枚、受付用1枚）を添えて、会場受付にご提出ください。
引き換えに、3日間有効の来場者証をお渡しします。アンケートは、従事している業務内容にてご回答ください。
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経営者／経営企画
品質管理
生産管理
設計、製造・生産技術
研究・開発
情報システム
ソフトウェア開発
営業、マーケティング
企画・調査
宣伝・広報

経理・財務
その他

製品購入
製品購入のための情報収集
最新技術情報収集
課題解決製品・ソリューション検討
パートナー企業検討
一般情報収集
次回出展に向けての展示会視察
その他

主催者からのダイレクトメール
出展企業からのダイレクトメール
主催者からのメールニュース
上司、同僚、知人に聞いて
新聞・雑誌などの記事
新聞広告（　　　　　　  ）
雑誌広告（　　　　　　  ）
インターネット検索
メール広告
その他（　　　　　　　  ）

●あなたの会社（部署）が属する業種は？

●あなたの職種は？ ●展示会来場目的 ●本展を何で知りましたか？

●あなたの属する業界は？

コンピュータ・通信・セキュリティ
情報処理
半導体・電機・電子部品
産業用電気機器
精密・光学機械
産業・建設機械

家電・AV機器
自動車・輸送機器
自動車部品
鉄鋼・非鉄金属
問屋・商社
図書・印刷・出版

運輸・倉庫
サービス
紙パルプ・紙製品
アパレル・繊維
食品・飲料
小売業、量販、百貨店

金融・証券・生保・損保
官公庁・学校・教育
病院・医療、製薬
その他

a
b

c
d

e
f

製造関係
流通関係

運輸・物流関係
情報通信関係

公共機関関係
その他

本展示会では、終了報告書に一部のご来場企業様の会社名、所属を記載することを計画しております。
記載を拒否される場合はチェックしてください 報告書への社名記載を拒否する

主催者では展示会場内の安全には万全を期しますが、来場者の方の事故には責任を負いかねます。

名刺でのご登録にご協力ください。

会社・団体名

所属・役職

氏名 E-mail

住所　〒

TEL FAX
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入場登録券
本券1枚で1名様無料でご入場できます。本券なき場合は有料1,000円となります。

〈禁止事項〉会場内では来場者による下記の行為は固く禁じさせていただきます。
万が一この規約に違反した方につきましては、会場より退場していただく場合がありますのでご了承ください。
●撮影行為　●ビラ・チラシ等の配布　●出展社への妨害および来場者への迷惑行為

〈個人情報のお取り扱いについて〉
①ご登録いただいた個人情報は本展の運営管理、実施、次回開催及び主催者の開催事業等のご案内のために使用いたします。 ②本
展示会は来場者バーコード管理システムを導入しております。 ③併せて、各出展ブースへ訪問の際も同様に名刺を頂戴するかわりに
ご来場者のバーコードを読込ませていただく場合がございます。読込ませていただきますと当該出展社より、各種ご案内、情報、等が行
く場合もございますのでご承知いただきますようお願い申し上げます。 ④個人情報の漏洩、滅失、毀損を防止いたします。 ⑤主催者は、
運営事務局メンバーおよび業務委託先が適切に個人情報を取り扱うよう監督いたします。
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自動認識の最新動向・最新事例が一挙に集結 ！“Business”と“Technology”のアイディア・スパイスとなる貴重な情報が満載のセミナーです。

主催：一般社団法人日本自動認識システム協会

聴講料：無料・事前予約制
会　場：東京ビッグサイト 会議棟／東5ホール展示会場内 セミナー会場E ※プログラムは7月21日現在のものです。講師・演題は予告なく変更になる場合があります。

申込方法 全セッション無料




